
窓口機能の全体像 別紙１

１ 「市民に身近な市役所づくり」における窓口機能

⑴ 将来の行政窓口
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松本市（新庁舎建設基本計画改定版（案）） 国（総務省 自治体フロントヤード改革推進手順書）

新庁舎建設基本計画（改定版）で掲げる「市民に
身近な市役所づくり」は、国が示す自治体フロン
トヤード改革の考え方と同じ方向性の下、将来に
渡り使い続ける庁舎となるよう取り組むものです。

出典：総務省 自治体フロントヤード改革推進手順書 概要（令和７年５月３０日）



⑵ 「市民に身近な市役所づくり」と、各行政機能の整備

松本城を核とした賑わいのあるエリア

➢ 松本城を核とした公共空間の整備と合わせて、現在の

本庁舎側敷地には庁舎を建てず、新たな公共空間とし

て整備・活用することで、賑わいのあるエリアを創出

政治・経済・文化の中心
松本市役所／国宝松本城

商業・業務地

丸の内

本庁舎

Ⅰ期棟:R13供用開始、Ⅱ期棟:R17供用開始（予定）

… 市政運営の中枢、専門職員を配置するバックオフィス

➢ 人口の重心に近く、福祉施設が集積する南松本に、保健所

を柱とした行政機能を配置することで、市民の健康を支え

る拠点となるエリアを創出

保健所を中心に市民の健康を支えるエリア

人口の重心／福祉施設の集積地
南松本駅／なんぷくプラザ
総合社会福祉センター

南松本

（仮称）松本市役所保健所庁舎

R10年度末供用開始（予定）

… 保健所＋窓口機能松本駅前

➢ 地域交通の利便性向上や交通ターミナル機能の強化に

合わせて、交通結節点である松本駅前に、申請・手続

の窓口を配置することで、市民の利便性を高めつつ

人々が集うエリアを創出

松本駅を中心に人々が集うエリア

(仮称）松本駅前センター

R11年頃を念頭に、整備次第供用開始

… 申請・手続の拠点

交通結節点
松本駅／駅前広場
松本バスターミナル

地域づくり
センター

市民に最も身近な行政施設

地域づくりセンター …地域課題を把握・集約し、解決を支援

地域づくりのハブ機能
地域づくりセンター（35地区）
地区公民館／支所・出張所

➢ 手続に係る電子申請やオンライン窓口の拡大を図

りながら、地域課題の把握・集約・解決に向けた

支援により一層注力できる体制を整えることで、

市民に最も身近な行政拠点として機能を強化



拠点
窓口機能

（◎…メイン、〇…プラスアルファ）
想定する利用者 特性 備考

地域づくり
センター

◎ 地域性に基づく相談や課題解決への対応
〇 「対面（サポート）＋オンライン」窓口
○ 住民異動等の手続

各地区地域づくりセ
ンターの近隣の方

✓ 最も身近な窓口 地域性に基づく対応を
強化・拡充

（仮称）
松本駅前
センター

◎ 時間外の申請・手続
〇 「対面（サポート）＋オンライン」窓口

公共交通機関を利用
する方

✓ 交通結節点に位置し、
利用しやすい窓口

将来的には不要に
（民間施設を賃貸借）

（仮称）
松本市役所
保健所庁舎

◎ 保健衛生に関する対面相談
◎ 住民異動等の手続
◎ 複数の「対面（サポート）＋オンライン」窓口

近隣の方、車を利用
する方

✓ 人口重心に近く、多
くの人が利用しやす
い窓口

周辺福祉施設との連携

本庁舎 ◎ 各課専門職員との対面相談
◎ 複数の「対面（サポート）＋オンライン」窓口
○ 住民異動等の手続

近隣の方、対面の相
談を希望する方

✓ バックオフィス機能
と一体となった窓口

✓ 各課バックオフィス
の職員が、各拠点に
オンラインで対応

ワンストップによる
更なる利便性の向上

⑶ 各拠点に設置する窓口機能



２ 対面窓口機能を（仮称）松本市役所保健所庁舎に設置する背景

⑴ 50年スパンで見たときの人口集中地区の変遷

人口集中地区（DID）
（Ｒ2年（20２0年） － S45年（1970年））

Ｓ４５年（1970年）
松本駅・南松本駅・浅間温泉周辺
などに人口が集積

人口重心地

本庁舎

（仮称）松本駅前
センター

人口集中地区（DID）は、統計データ（国勢調査）に基づいて一定の
基準により設定される都市的地域
人口密度が1 ㎢ 当たり4,000人以上の基本単位区等が隣接した
地域のうち、人口が5,000人以上の地域

（仮称）松本市役所
保健所庁舎

ＮＥＷ

ＮＥＷ

子育て世帯が多い
１４歳以下の約５０％が居住

Ｒ２年（2020年）
市域の南側（平田、村井等）に
大きく拡大

出典：国土交通省｢国土数値情報(人口集中地区データ)｣を再編加工



➢ 南松本地区（約41,000トリップ）は、中心市街地（約71,000トリップ）に
次ぐ目的地となっている。

出典：Ｒ３策定｢松本地域公共交通計画」p.26 図表２４ 松本市内の移動のＯD表 （OD … Origin（出発地）‐Destination（目的地））
※ Ｒ元年度のパーソントリップ調査を元に作成
※ トリップは、調査結果から拡大係数を用いて推定した松本市民の一日当たりの移動量。移動目的が帰宅の移動は除いている。
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⑵ パーソントリップ調査（Ｒ元年度実施）に基づく人流の状況
令和元年度実施
松本市パーソントリップ（人の動き）調査
対象 ：５歳以上（令和元年１０月１５日現在）の

松本市在住者
配布数 ：9,000世帯
有効回答数：3,221世帯(7,082人）



出典：Ｒ３策定｢松本地域公共交通計画」p.26 図表２３ 松本市平坦部の移動の概要

➢ 前ページのトリップデー
タに基づき、地域ごとの
移動実態を分析すると、
隣接地区の移動において
は、南松本地区を目的地
とする移動が最も多い。


